
京都大学における 「学徒出陣」

(1
)
当
時
の
高
等
教
育
制
度

当
時
、
大
学
に
つ
い
て
定
め
た
最
も
基
本
的
な
法
令
は
、

一
九

一
八
年

一
二
月
六
日
公
布

の
大
学
令

(勅
令
第
三
八
八
号
)
で
あ

っ
た
。
大
学
令
は
、
従
来
大
学
に
関
す
る
基
本
法
令

だ

っ
た
帝
国
大
学
令
に
代
わ

っ
て
公
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
帝
国

大
学
以
外
の
公
立

・
私
立
大
学
や
単
科
大
学
の
設
置
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九

一
八
年
段
階
で
は
わ
ず
か
五
校
だ

っ
た
日
本
の
大
学
の
数
は
、
以
後

一
九
二
〇
年
代
に
私
立

大
学
や
官
立
単
科
大
学
を
中
心
に
増
加
、

一
九
四
二
年
に
は
文
部
省
管
轄
の
大
学
は
帝
国
大

学
七
校
、
官
立
単
科
大
学

一
二
校
、
公
立
大
学
二
校
、
私
立
大
学
二
六
校
、
合
計
四
七
校
ま

(22

)

で
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
.そ
れ
ぞ
れ

の
大
学

の
学
部
構
成
を
見

る
と

、
文
系
理
系
と
も
備
え

た

い
わ
ゆ
る
総
合
大
学

は
、
東
京

・
京
都

・
東
北

・
九

州
の
四
帝
国

大
学
と
慶
応

・
早
稲

田

・
日
本
の
各
私
立
大
学
し
か
な
く
、
当
時

の
大
学
は
文
理

い
ず
れ

か
に
片
寄

っ
た
学
部
構

成

の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
。

大
学

へ
の
入
学
資
格
が
あ
る

の
は
、
大
学
令
第
九
条

に

「学
部

二
入
学

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ル

者

ハ
当
該
大
学
予
科

ヲ
修
了
シ
タ
ル
者
、
高
等
学
校
高
等
科
ヲ
卒
リ
タ
ル
者
又

ハ
文
部
大
臣

ノ
定

ム
ル
所

二
依
リ
之
ト
同
等
以
上
ノ
学
力

ア
リ
ト
認

メ
ラ
レ
タ
ル
者
ト

ス
」
と
あ
る
と
お

り
、
原
則
と
し
て
高
等
学
校
あ
る
い
は
大
学
予
科

の
卒
業
生
で
あ

っ
た
。
大
学
に
入
ろ
う
と

す
る
者
は
、
尋
常
小
学
校

(
一
九
四

一
年
国
民
学
校
に
改
称
)
六
年

、
中
学
校
四
年
ま
た
は

(弩

五
年
、
高
等
学
校
三
年

の
そ
れ
ぞ
れ

の
課
程
を
終
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
か

っ
た
。
し
た
が

っ

て
、
最
も
早

い
場
合
は
満

一
九
歳

で
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
実
際
に
は
途
中

の

受
験
や
進
級

の
関
係
等
で

い
く
ら
か
年
上
で
入
学
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
少
し
前

の
デ
ー

タ
に
な
る
が
、

一
九
三
八
年
九
月
末
現
在

で
の
京
大
各
学
部
の

一
年
生

の
最
高
年
齢

・
最
低

年
齢

・
平
均
年
齢
を
表
に
示
し
た

[表

I
1

1
]
。
表
を
見
る
と
、
各

学
部
と
も
平
均
が
二

3

制
度
的
枠
組
み

る
に
は
ま
だ

一
定
程
度

の
時
間
が
か
か
り
そ
う
な

の
が
現
状

で
あ
ろ
う
。

一
歳
か
ら
二
三
歳

の
間
に
な

っ
て
お
り
、
若
干
高
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
徴
集
猶
予
が
停
止

に
な

っ
た
と
き
、

一
年
生
も
含
め
て
多
数

の
学
生
が
徴
集

の
対
象
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
。

ま
た
、
高
等
学
校

・
大
学
予
科

の
卒
業
を
入
学
資
格
と
し
た
ヒ
と
に
よ
り
、
建
前
と
し
て

は
正
規

の
学
生
と
し

て
の
女
子
学
生
は
存
在
し
な

い
こ
と
に
な

っ
た
。
大
学
令
や
京
都
帝
国

大
学
通
則

に
は
性
別

に
よ
る
入
学
資
格

の
限
定
に

つ
い
て
言
及
は
な

い
が
、
大
学
令
と
同
時

に
公
布
さ
れ
た
高
等

学
校
令
に
は
、
そ

の
第

一
条

に

「高
等
学
校

ハ
男
子
ノ
高
等
普
通
教
育

ヲ
完
成
ス
ル
ヲ
以

テ
目
的
ト
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
(
塞
)

帝
国
大
学

・
官
立
大

学

・
私
立
大
学

の
い
く

つ
か
で
は
女
子
学
生

の
入
学
を
認
め
て
い
た
。

各
大
学
の
通
則
や
学

部
規
程

の
な
か
で
、
高
等
学
校

・
大
学
予
科
か
ら

の
入
学
生

で
は
欠
員

が
生
じ
た
と
き

の
措

置
と
し
て
、
女
子

の
入
学
を
定
め
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
京

大

の
場
合
は
、
高
等

学
校

・
大
学
予
科
か
ら

の
入
学
生

の
比
率
が
高
く
、
欠
員
分
も
他

の
専

(25
)

門
学
校
お
よ
び
検
定
に
よ
る
入
学
で
ほ
ぼ
充
足
で
き
た
の
で
、
女
子
学
生
の
入
学
を
認
め
る

表1-1 学部別学生年齢表(1年 生)

1939年9月 末調査

学部名

法

医

工

文

理

経済

農

最高年齢

30.9

28.6

35.2

48.7

50.7

33.?

34.2

最低年齢

19.8

19.6

19.8

19.6

20.1

19.6

19.2

平均年齢

22.4

21.2

21.9

22.3

23.9

22.0

23.6

『京都帝国大学一覧』昭和14年 度、1939年 よ り作成。

注

・小数点の左は 「年」、右は 「月」を示す。
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1解 説

(
2
)
徴
集
猶
予
停
止
以
前
の
学
生
と
兵
役

当
時
兵
役
制
度
に
つ
い
て
定
め
て
い
た
最
も
基
本
的
な
法
令
は

一
九
二
七
年
四
月

一
日
公

布
の
兵
役
法

(法
律
第
四
七
号
)
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
戸
籍
法
の
適
用
を
受
け
る
、
つ

ま
り
内
地
と
樺
太

(現
サ
ハ
リ
ン
)
に
本
籍
を
有
す
る
満
二
〇
歳
の
男
子
に
対
し
て
徴
兵
検

査
を
受
け
る
義
務
を
課
し
、
そ
の
合
格
者
は
兵
役
に
服
す
る

(服
役
)
こ
と
を
定
め
て
い
た
。

兵
役
は
帝
国
男
子
臣
民
の
義
務
で
あ
っ
た
が
、
例
外
の

一
つ
と
し
て
徴
集
猶
予
の
規
定
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
兵
役
法
第
四

一
条
に

「中
学
校
又
ハ
中
学
校
ノ
学
科
程
度
ト
同
等
以
上
ト
認

ム
ル
学
校
二
在
学
ス
ル
者

二
対
シ
テ
ハ
本
人
ノ
願

二
依
リ
学
校
ノ
修
業
年
限
二
応
ジ
年
齢
二

十
七
年

二
至
ル
迄
徴
集
ヲ
延
期
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
学
校
以
上
の
在
学
者
に
対
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
同
年

一
一
月
三
〇
日
公
布
の
兵
役
法
施
行
令

(勅
令
第
三
三
〇
号
)
で
は
、

学
校
区
分
ご
と
に
徴
集
延
期
の
最
高
年
齢
が
規
定
さ
れ
て
い
て
、
「
大
学
令

二
依
ル
大
学
学

部
」
は
二
七
歳
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
大
学
在
学
中
は
二
七
歳
ま
で
は
徴
集
さ
れ
な
い

(26
)

こ
と
を
意
味
し
、
修
学

の
継
続
性
を
維
持
す
る
た
め
の
特
別
措
置
で
あ

っ
た
。

に
至
ら
な
か

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

当
時

の
大
学
在
学
年
限
は
、
戦
後

の
大
学
よ
り
短
く
、
医
学
部
が
四
年
、
そ

の
他

の
学
部

が
三
年

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
通
則
に

「
学
部
所
定
ノ
科
目
ヲ
選
択

シ
テ
之

ヲ
修

メ
ン
ト
ス
ル

者
ア
ル
ト
キ

ハ
選
科
生
ト
シ
テ
入
学
ヲ
許
可

ス
ル
コ
ト
ア
ル

ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と

お
り
、
正
規

の
学
生

(本
科
と
称
し
た
)
と
は
別
に
特
定

の
科
目
を
履
修
す
る
選
科
生
の
制

度
が
存
在

し
て
い
た
。
入
学

の
資
格
は
、
各
学
部
が
独
自
に
定
め
て
い
た
が
、
師
範
学
校

・

中
学
校
卒
業
生
と

い
う
よ
う
に
限
定
し
て
い
る
場
合
と
、
教
授
会

で
決
定
す
る
と

の
み
規
程

に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

っ
た
。
な
お
、
選
科
生

の
他
各
学
部
で
独
自

に
定
め
ら
れ
て

い

た
聴
講
生

・
専
修
科
生
な
ど
本
科
生
以
外

の
者

の
こ
と
を
生
徒
と
総
称

し
て
い
た
。
ち
な
み

に
、
当
時

の
法
令

・
規
則
や
文
部
省

の
資
料

で
は
、
大
学

の
本
科
生
を

学
生
、
大
学

の
本
科

生
以
外
お
よ
び
大
学
以
外
の
高
等
教
育
機
関

・
中
等
教
育
機
関
の
在
籍

者
を
生
徒
と
称
し
て

い
た
。

「学
徒
出
陣
」

の
学
徒
と
は
、
学
生
と
生
徒
を
合
わ
せ
た
言
葉

で
あ
る
。

し
か
し
、

一
九

三
〇
年
代
後
半
に
な

っ
て
戦
局
が
徐

々
に
悪
化
し
て
く
る
と
、
学
生
生
徒

に
与
え
ら
れ
て
い
た

右
の
よ
う
な
特
権
は
少
し
ず

つ
な
く
な

っ
て

い
く
。
そ
れ
に
は
、
二

つ

の
方
向
性
が
あ

っ
た
。
そ
の
第

一
は
、
徴
集
延
期

の
最
高
年
齢
を
下
げ
る
こ
と

で
あ

る
。

一

九
三
九
年
三
月
、

一
九
四

一
年

一
〇
月
、

一
九
四
三
年
三
月
、

一
九
四
三
年

一
一
月
と
次

々

と
改
定
が
行
わ
れ
、

一
九

四
三
年
三
月

の
み
最
高
年
齢
が
上
げ
ら
れ
た
が
、
他
は
徐

々
に
下

が
り
続
け
、
結
局

一
九
四
三
年

一
二
月

の
段
階
で
は
医
学
部
在
学
者
は
最
高
で
二
四
歳
、
医

学
部
以
外

の
在
学
者

は
最
高

で
二
三
歳
ま
で
の
猶
予
と
な

っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
時
に

は
直
接
徴
集
猶
予
停
止

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
理
系
等

の
在
学
者
で
も
満

二
四
歳
に
な
れ
ば

徴
集

の
対
象
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

第
二
の
方
向
性
は

、
在
学
年
限
そ
の
も

の
の
短
縮

で
あ

る
。
最
初
の
法
令
は
、

一
九
四

一

年

一
〇
月

一
⊥ハ
日
公
布

の
大
学
学
部

ノ
在
学
年
限
又

ハ
修
業
年
限

ノ
昭
和
十
六
年
度
臨
時
短

縮

二
関
ス
ル
件

(文

部
省
令
第
七
九
号
)

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
大
学

・
専
門
学
校
を

一
九
四

一
年
度

に
卒
業
す
る
者

の
在
学
年
限
を
三
カ
月
短
縮
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

法
令
公
布

の
時
点

で
翌
年
三
月
卒
業
予
定

の
最
高
学
年
に
あ

っ
た
学
生
生
徒

(
一
九
三
九
年

四
月
入
学
)
を
、
に
わ
か
に
三
カ
月
早
め
て

一
二
月
に
卒
業
さ
せ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た

の

で
あ
る
。
こ
れ
は

一
二
月

に
行
わ
れ
る
徴
兵
検
査
を
早
く
受
検
さ
せ
る
た
め
の
措
置

で
あ

っ

た
。
卒
業
ま
で
の
準

備
期
間
が
ニ
カ
月
ほ
ど
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
大
学
は
対
応
に
追
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
う

い
っ
た
実
務
上
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
在
学
年
限

の
短
縮
と
は
大
学

教
育

の
あ
り
方

に
関

わ
る
重
大
な
方
針
転
換
で
あ

っ
た
。
京
大

に
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
は
、

(27
)

評
議
会
で
若
干
の
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
程
度
だ
が
、
東
京
帝
国
大
学
は
、
九
月
二

〇
日
と

一
〇
月
二
日
の
二
回
文
部
大
臣
に
宛
て
て
意
見
書
を
送
り
、
在
学
年
限
短
縮
に
反
対

(
28
)

を
表
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ

の
す
ぐ
後

の

一
一
月

一
日
に
は
文
部
省
令
第
八

一
号
が
公
布
さ
れ
、
次

の

一

九
四
〇
年
四
月
入
学
者

に
つ
い
て
今
度
は
六
カ
月
在
学
を
短
縮
し
て

一
九
四
二
年
九
月
に
卒

業
さ
せ
る
旨

の
決
定

が
な
さ
れ
た
。
以
後
、
在
学
年
限

の
短
縮
は
常
態
化
し
、
後
述

の
よ
う

に

一
九

四
二
年
四
月

入
学
生
で

一
九
四
三
年

一
二
月
に
徴
集
を
受
け
た
者
に
至

っ
て
は
、
実
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京都大学における 「学徒出陣」

と

こ
ろ
で
、
徴
集
猶
予
停
止
以
前

(
一
九
四
三
年

一
一
月
以
前
)

に
京
大
か
ら
在
学
中
に

徴
集
を
受
け
た
の
は
、
三
二
六
人
に
上

る

[表

H
1

1
]
。
こ
の
時
期

に
徴
集
を
受

け
た
理

(
29
)

由
と
し
て
は
、
前
述
の
徴
集
猶
予
の
最
高
年
齢
を
過
ぎ

て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
法
学

部
で
は
、
九
三
人
が

一
九
四
三
年

一
一
月
以
前
に
徴
集
さ
れ
て
い
る

[表
H
1

9
]
が
、
そ

の
多
く
は

一
九

一
九
年
以
前

の
生
ま
れ
で
あ
り
、
徴
集
時
に
二
四
歳

以
上
で
あ

っ
た
。
し
か

し
、

一
九
二
〇
年
お
よ
び
二

一
年
生
ま
れ

の
者
も
若
干
あ
り

(計

一
九
人
)
、
彼
ら
は
間
違

表1-2戦 時期の大学入学 ・卒業年月一覧

大学入学

1938年4月

1939年4月

1940年4月

1941年4月

1942年4月

1942年10月

1943年10月

1944年10月

1945年4月

大学卒業

1941年3月

1941年12月

1942年9月

1943年9月

1944年9月

1945年9月

1946年9月

1947年9月

1948年3月

在学期間

3年

2年9カ 月

2年6カ 月

2年6カ 月

2年6カ 月

3年

3年

3年

3年

備考

1943年12月 徴 集者は、同年11月 に仮卒業

注
・1942年 に2度 入学者があるのは、高等学校でも6カ 月の年限短縮が始まっていたからであ

る。

質

一
年
八
カ
月
の
在
学

で
卒
業
と
な

っ
て
し
ま

っ
た

[表
1
1

2
]。

(3
)
徴
集
猶
予
の
停
止

以
上
記
し
た
よ
う

な
経
緯

で
、
学
生
生
徒

に
与
え
ら
れ
て
い
た
徴
集
猶
予
の
権
利
は
少
し

ず

つ
な
く
な

っ
て
い

っ
た
が
、

一
九
四
三
年

一
〇
月

に
、
全
面
的
に
停
止
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

法
令

の
公
布
は

一
〇
月

二
日
だ
が
、
そ
れ
よ
り
前

の
九
.月
二
二
日
に
東
条
首
相
が
ラ
ジ
オ
放

い
な
く
徴
集
時

に
は

二
四
歳
に
達
し
て
い
な

い
。
あ
る

い
は
、
逆
に

一
九

一
九
年
以
前

の
生

ま
れ
で
も
全
員
が

一
九
四
三
年

=

月
以
前

に
徴
集
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の

(
30
)

比
率
は
非
常
に
低

い
。
猶
予

の
最
高
年
齢
に
達
し
な

い
学
生
の
入
隊
は
、
志
願
に
よ
る
可
能

性

は
あ
る
が
、
大
学

に
保
管
さ
れ

て
い
る
学
籍
簿
に
は
志
願
の
有
無

や
徴
兵
検
査

の
結
果
が

記
さ
れ
て
い
な

い
た

め
、
現
在

の
と
こ
ろ
こ
の
理
由

の
検
証
は
難
し

い
。

軍
の
側

に
よ
る
在

学
生

・
学
卒
者
の
志
願
制
度
に
つ
い
て
は
、

一
九
四
三
年

に
入
る
と
本

格
化
し
て
く
る
。
ミ

ッ
ド
ウ

ェ
ー
海
戦

や
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

で
の
消
耗
戦

の
結
果
、
飛
行
機
の

搭
乗
員
や
下
級
士
官

が
不
足
を
来
す
よ
う
に
な
り
、
そ

の
分
を
補
う
た
め
で
あ

っ
た
。
前
述

の
よ
う
に
海
軍
予
備
学
生
制
度
は
、

一
九
四
三
年
七
月
募
集
分

(飛
行
科
第

=
二
期
、
兵
科

第
三
期
)

で
大
幅
に
拡
充
さ
れ
る
が
、
陸
軍
に
お

い
て
も
同
じ

一
九

四
三
年
七
月

に
特
別
操

縦
見
習
士
官
制
度

(特
操
)
を
創
設
す

る
。
こ
れ
は
、
専
門
学
校

・
師
範
学
校
以
上
に
在
学

し
た
者
を
陸
軍
大
臣

の
選
考
で
採
用
し
、
最
初
か
ら
曹
長

の
階
級
を
与
え
て
見
習
士
官
と
し
、

一
年
半

の
陸
軍
飛
行
学
校
で
の
教
育

の
の
ち
少
尉
に
任
じ
て
予
備
役

に
編
入
す
る
制
度

で
あ

る
。
予
備
学
生
と
同
様
、
兵
を
経
ず
に
将
校

へ
の
道
が
開
け
る
制
度

で
あ
り
、
軍

の
側
も

大

々
的
に
宣
伝

し
た
。
新
聞

に
よ
る
と
特
操
第

一
期
に
は
、
京
大
か
ら

一
九
人
が
志
願
し
て

い
る

[皿
ー

3
-

3
]
。

ち
な
み
に
、
こ
の
時
に
陸
海
軍
に
志
願
し
た
者
は
大
学

の
学
年
で
言
え
ば

一
九
四

一
年

四

月
入
学
で

一
九
四
三
年
九
月
卒
業
、

つ
ま
り

「
学
徒
出
陣
」
組

の

一
つ
上

に
あ
た
る
が
、
彼

(
31
)

ら

の
戦
没
率
は
他

の
学
年
と
比
べ
て
も
非
常

に
高

い
。
彼
ら
は
、

一
九
四
四
年

の
半
ば
頃
に

少
尉

に
任
官
し
て
実
戦
配
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
特
攻
隊
を
含
め

て
第

一
線

で
戦
闘
す
る

機
会
が
多
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。
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1解 説

送
で
文
科
系
学
徒
の
徴
集
猶
予
停
止
を
発
表
し
て
い
た

[
皿
1
3
1
11
]
。
京
大
の
羽
田
亨

総
長
は
こ
の
発
表
を
受
け
て
、
新
聞
に

「文
科
系
統
の
学
生
に
対
す
る
徴
兵
猶
予
の
停
止
は

国
家
と
し
て
緊
急
止
む
を
得
ざ
る
処
置
と
し
て
行
は
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
学
校
当
局
と

し
て
ま
た
学
生
と
し
て
は

一
途
に
国
家
の
方
針
に
則
り
、
勇
往
適
進
す
る
の
み
で
あ
る
」
と

の
談
話
を
残
し
て
い
る
。

徴
集
猶
予
の
停
止
に
つ
い
て
定
め
た
法
令
は
、
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例

(勅
令
第
七
五

五
号
)
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
短
い
条
文
か
ら
な

っ
て
い
た
。

勅
令
第
七
百
五
十
五
号

在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例

兵
役
法
第
四
十

一
条
第
四
項
ノ
規
定

二
依
リ
当
分
ノ
内
在
学
ノ
事
由

二
因
ル
徴
集
ノ
延

期

ハ
之
ヲ
行
ハ
ズ

十
」

直
り

降

貝

本
令

ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之

ヲ
施
行

ス

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る

「兵
役
法
第
四
十

一
条
第
四
項
ノ
規
定
」
と
は
、

一
九
三
九
年
三
月

九
日
公
布

の
兵
役
法

一
部
改
正

(法
律
第

一
号
)
で
新
た
に
加
え
ら
れ

た
箇
所

で
あ
り
、
在

学
中

の
徴
集
延
期
に

つ
い
て
規
定
し
た
第

四

一
条

の
最
後

に
、
「戦
時

又

ハ
事
変

二
際
シ
特

二
必
要

ア
ル
場
合

二
於

テ
ハ
勅
令

ノ
定

ム
ル
所

二
依

リ
徴
集

ヲ
延
期
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と

定
め
ら

れ
た
部
分
を
指
す
。

つ
ま
り
、
徴
集
猶
予
の
制
度
自
体
は
縮
小

し
な
が
ら
も

一
九
四

三
年

一
〇
月
ま

で
続

い
た
が
、
す

で
に

一
九
三
九
年

の
段
階
で

「
特

二
必
要

ア
ル
場
合
」
に

は
停
止
も
あ
り
得
る
こ
と
が
予
告

さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
項
目

は
、
日
中
戦
争
が
長

期
化
す

る
の
に
応
じ

て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
対
米
英
戦
の
情
勢

悪
化

の
中

で
発
動
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
在
学

の
た
め
徴
集
を
猶

予
さ
れ
て
い
た
者
を

対
象
に
、
臨
時
徴
兵
検
査
が

一
〇
月

二
五
日
か
ら

=

月
五
日
ま

で
の
間
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
学
生
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
籍
地

で
受
検
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
兵

役
法

の
規
定

で
は
、
毎
年

=

月
三
〇
日
以
前

に
満

二
〇
歳
に
達
し
て

い
る
者
を
徴
兵
検
査

の
対
象

に
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
時

の
臨
時
徴
兵
検
査
は

一
九
二
三
年

一
一
月
三
〇
日
以
前

に
生
ま
れ
た
者
が
受
検
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
合
格
者
は
、
陸
軍
な
ら

一
二
月

一
日
、

海
軍
な
ら

一
二
月

一
〇
日
に
入
営

・
入
団
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
徴
集
猶
予
停
止
の
発
表
か

ら
ニ
カ
月
あ
ま
り
で
軍
隊
に
入
る
ご
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
徴
集
猶
予
停
止
に
も
例
外
が
あ

っ
た
。

=

月

一
三
日
公
布
の
入
営

(召

集
)
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
学
校
及
入
営

(召
集
)
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
期
間

(陸
軍
省
告
示
第
五
四
号
)

に
は
引
き
つ
づ
き
徴
集
が
猶
予
さ
れ
る
学
部
等
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

(京

大
に
関
係
す
る
部
分
の
み
抜
粋
)
。

昭
和
十
八
年
陸
軍
省
令
第
五
十
四
号
第

一
条
、
第
二
条
第
三
項
及
第
十
条
ノ
規
定

二
基

キ
入
営

(召
集
)
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
学
校
及
入
営

(召
集
)
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
期
間
左
ノ
通

定
ム

〔中
略
〕

其

一

昭
和
十
八
年
陸
軍
省
令
第
五
十
四
号
第

一
条
第

一
号

二
該
当
ス
ル
学
校

(学
部

若
ハ
科
)

一

大
学
令
二
依
ル
大
学
院
又
ハ
研
究
科

(特
別
研
究
生

二
限
ル
)

二

大
学
令

二
依
ル
大
学
々
部

各
大
学
ノ
工
学
部
、
理
学
部
、
理
工
学
部
、
医
学
部
及
農
学
部

(農
学
科
、
農
業

経
済
学
科
、
農
業
生
物
学
科
、
農
林
経
済
学
科
、
農
林
生
物
学
科
ヲ
除
ク
)
文
理

科
大
学
、
医
科
大
学
並
ニ
工
業
大
学

〔中
略
〕

五

専
門
学
校

〔中
略
〕

各
帝
国
大
学
臨
時
附
属
医
学
専
門
部

〔以
下
略
〕

右
に
よ
れ
ば
、
大
学
院
特
別
研
究
生

(後
述
)
、
理
工
医
お
よ
び
教
員
養
成
系
の
大
学

・
学

部
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
引
き
つ
づ
き
在
学
中
の
徴
集
が
猶
予
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ

し
、
同
じ
日
に
公
布
さ
れ
た
修
学
継
続
ノ
為
ノ
入
営
延
期
二
関
ス
ル
件

(陸
軍
省
令
第
五
四
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京都大学における 「学徒出陣」

号
)

に
よ
り
猶
予

の
最
高
年
齢

が
さ
ら
に
下
げ
ら
れ
、
前
述

の
よ
う

に
医
学
部
で
二
四
歳
、

(
23
)

他
の
学
部

で
二
三
歳
、
大
学
院
は
学
部
に
二
歳
加
え
た
年
齢
ま
で
と
規
定

さ
れ
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
規
定
を
京
大
に
当
て
は
め
る
と
、
引
き

つ
づ
き
徴
集
が
猶
予
さ
れ

る

の
が
大
学
院
特
別
研
究
生
と
、
理

・
工

・
医

の
各
学
部
、
そ
れ
に
農
学
部

の
林
学
科

・
農

林
化
学
科

・
農
林
工
学
科
で
あ
り
、

一
方
徴
集
猶
予
が
停
止
さ
れ
る

の
が
、
文

・
法

・
経
済

(
33
)

の
各
学
部
と
農
学
部
の
農
学
科

・農
林
生
物
学
科

・農
林
経
済
学
科
と

い
う

こ
と
に
な

っ
た
。

(34

)

さ
ら
に
、
文
部
省
は
服
役
す
る
学
生
の
学
籍
の
扱
い
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
発
表
し
た
。

〔前
略
〕

二
、
入
営
又
は
入
団
の
学
生
生
徒
に
対
し
て
は
服
役
期
間
中
休
学
の
取
扱
を
な
し
其
の

学
年
修
了
、
卒
業
、
復
学
等
に
関
し
て
は
左
に
依
る
こ
と

(イ
)
大
学
、
大
学
予
科
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校

(之
に
準
ず
べ
き
学
校
を
含
む
)

の
学
生
生
徒
に
し
て
明
年
九
月
卒
業
の
見
込
あ
り
と
認
め
ら
る
る
者
に
付
て
は
本
年

十

一
月
に
於
て
仮
卒
業
証
書
又
は
仮
修
了
証
書
を
授
与
し
明
年
九
月
に
於
て
卒
業
又

は
修
了
せ
し
む
る
こ
と
、
右
学
生
生
徒
に
対
し
て
は
除
隊
帰
還
後
に
お
い
て
実
力
酒

養
の
た
め
特
別
の
課
程

(仮
称
補
修
科
)
を
設
け
補
講
を
な
す
こ
と
、
補
講
の
期
間

は
概
ね
十
月
と
な
し
こ
れ
が
修
了
者
に
対
し
て
は
修
了
証
書
を
授
与
す
る
こ
と
、
な

ほ
補
講
に
必
要
な
る
諸
施
設
に
付
て
は
本
省
に
お
い
て
万
全
の
策
を
講
じ
る
も
の
と

す(ロ
)
前
号
以
外
の
学
生
生
徒
に
対
し
て
は
大
学
学
生
に
在
り
て
は
学
籍
は
現
在
の
儘

と
し
除
隊
帰
還
後
の
復
学
に
付
て
は
そ
の
時
期
に
拘
ら
ず
原
学
年
に
復
し
修
学
せ
し

め
、
大
学
予
科
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
生
徒
に
在
り
て
は
本
年
十

一
月
当
該
学
年

修
了
の
取
扱
を
な
し
除
隊
帰
還
後
の
復
学
に
付
て
は
上
級
学
年
に
お
い
て
修
学
せ
し

む
る
こ
と
、
但
し
そ
の
時
期
並
に
本
人
の
希
望
に
依
り
て
は
原
学
年
に
復
し
修
学
せ

し
む
る
を
得
る
こ
と

三
、
全
校
休
学
期
間
中
の
授
業
料
等
は
之
を
免
除
す
る
こ
と
、
学
校
報
国
団
費
に
付
て

は
可
成
右
に
準
ず
る
こ
と

(4
)
朝
鮮

・
台
湾
出
身
者
の
扱
い

当
時
、
戸
籍
法
が
未
施
行
だ
っ
た
朝
鮮

・
台
湾
に
は
、
兵
役
制
度
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず

(朝
鮮
は

一
九
四
四
年
、
台
湾
は

一
九
四
五
年
実
施
)、
し
た
が

っ
て

一
〇
月
二
日
の
在
学
徴

集
延
期
臨
時
特
例
も
朝
鮮

・
台
湾
出
身
学
徒
に
は
直
接
関
係
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
陸
軍

は

一
〇
月
二
〇
日
に
陸
軍
特
別
志
願
兵
臨
時
採
用
規
則

(陸
軍
省
令
第
四
八
号
)
を
公
布
し

て
、
志
願
に
よ
る
彼
ら
の
入
隊
を
図
っ
た
。
そ
の
第

一
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
第

一
条

戸
籍
法
ノ
適
用
ヲ
受
ケ
ザ
ル
者
ニ
シ
テ
左
二
掲
グ
ル
資
格
ヲ
具

へ
陸
軍
ノ
兵

役
二
服
ス
ル
コ
ト
ヲ
志
願
ス
ル
モ
ノ
ノ
中
本
令
ノ
規
定
二
依
ル
鐙
衡

二
合
格
シ
タ
ル

者

ハ
朝
鮮
総
督
府
陸
軍
兵
志
願
者
訓
練
所
又
ハ
台
湾
総
督
府
陸
軍
兵
志
願
者
訓
練
所

ノ
課
程
ヲ
経
ル
コ
ト
ナ
ク
直

二
之
ヲ
現
役
二
編
入
ス

一

本
令
施
行
ノ
際
徴
兵
適
齢
ヲ
過
ギ
居
ル
者
又

ハ
徴
兵
適
齢
ノ
者

.
二

兵
役
法
第
四
十

一
条
第

一
項
ノ
規
定

二
依
リ
徴
集
ヲ
延
期
ス
ベ
キ
学
校

(中
等

学
校
卒
業
程
度
ヲ
入
学
資
格
ト
ス
ル
修
業
年
限
二
年
以
上
ノ
学
校

二
限
ル
)
二
本

令
施
行
ノ
際
現
二
在
学
ス
ル
者
但
シ
大
学
令

二
依
ル
大
学
ノ
医
学
部
、
理
学
部
及

工
学
部
並

二
医
学
又
ハ
主
ト
シ
テ
工
業

二
関
ス
ル
学
科
ヲ
教
授
ス
ル
専
門
学
校
、

文
理
科
大
学
、
高
等
師
範
学
校
及
師
範
学
校

二
在
学
ス
ル
者
ヲ
除
ク

四
、
入
営
又
は
入
団
の
学
生
生
徒
に
付

て
は
学
籍
簿

の
外
、
学
部
、
学
科
、
学
年
別
に

入
営
期
日
、

入
営
部
隊
名
等
を
記
載
し
た
る
徴
集
者
名
簿
を
作
成
し
置
く
こ
と

大
学
に
即
し
て
言
え

ば
、
こ
の
時
に
、
徴
集
猶
予
停
止

の
対
象
と
な

る
三
学
年

の
う
ち
、
い

ち
ば
ん
上

に
あ
た
る

一
九
四
二
年
四
月
入
学

・
一
九
四
四
年
九
月
卒
業
見
込

の
者
は
、
徴
集

さ
れ
た
段
階
で
仮
卒

業
と
し
て
、
服
役
中
の

一
九

四
四
年
九
月
に
卒
業
さ
せ
る
こ
と
と
し
た

[表

I
1

2
]
。
下

の
二
学
年
は
休
学

の
扱

い
と
し
て
、
復
学
後
に
原
学
年
に
復
帰
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
。
前
述

の
よ
う

に
、

一
九
四
二
年

四
月
入
学
者
は
、
実
質
的
に
は
わ
ず
か

一
年
八

(
35
)

カ
月

の
在
学
で
卒
業

す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
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1解 説

内
地
出
身
者
と
同
様
、
理
工
医
系
と
教
員
養
成
系

の
学
校
に
通
う
者
以
外
を
対
象
と
す
る
が
、

大
き
く
異
な
る
点
は
、
「志
願
」

に
よ
る
と
し
た
こ
と

で
あ

っ
た
。

だ
が
、

一
方

で
志
願
し
な

い
学
生
生
徒

の
扱

い
に

つ
い
て
、
文
部
省

専
門
教
育
局
長
か
ら

(
36
)

次
の
よ
う
な
通
牒
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。

発
専
二
七
九
号

昭
和
十
八
年
十
二
月
三
日

文
部
省
専
門
教
育
局
長

明
治
大
学
長
殿

朝
鮮
人
、
台
湾
人
特
別
志
願
兵
制
度
ニ
ヨ
リ
志
願
セ
ザ
リ
シ
学
生
生
徒
ノ
取
扱

二
関
ス
ル
件

昭
和
十
八
年
十
月
三
十
日
附
発
専
二
五
四
号
通
牒
ニ
ヨ
ル
朝
鮮
人
台
湾
人
学
生
生
徒

ノ
陸
軍
特
別
志
願

二
関
シ
テ
ハ
学
校
当
局
ノ
御
努
力
二
依
リ
良
好
ナ
ル
成
績
ヲ
収
メ

得
タ
ル
処
右
通
牒

二
於
テ
モ
貴
意
ヲ
得
置
キ
シ
如
ク
今
回
志
願
セ
ザ
リ
シ
学
生
生
徒

(理
工
医
及
農
ノ

一
部
学
部

二
在
学
ス
ル
者
ヲ
除
ク
)

二
対
シ
テ
ハ
左
記

二
依
リ
御

措
置
相
成
度

追
テ
前
回
通
牒
ノ
通
リ
右
措
置
二
付
十
分
其
ノ
趣
旨
ヲ
納
得
セ
シ
メ
偏
見
誤
解
ヲ
生

ゼ
シ
メ
ザ
ル
ヤ
ウ
特

二
御
留
意
相
成
度

記

一
、
志
願
セ
ザ
リ
シ
者

二
対
シ
本
人
ヲ
シ
テ
自
発
的

二
休
学
又
ハ
退
学
ス
ル
様
懲
悪

ス
ル
コ
ト
尚
別
途
朝
鮮
奨
学
会
及
台
湾
教
育
会
内
地
在
学
生
連
絡
部
ヨ
リ
モ
懲

慧
有
之
ベ
キ
ニ
付
御
含
置
相
成
度

二
、
自
発
的

二
休
学
又
ハ
退
学
ヲ
願
出
デ
ザ
ル
者
無
之
ヤ
ウ
御
措
置
相
成
度
モ
若
シ

万

一
有
之
場
合
ハ
学
校
当
局
二
於
テ
学
則
ノ
如
何
二
拘
ラ
ズ
積
極
的
二
休
学
ヲ

命
ズ
ル
コ
ト

〔以
下
略
〕

通
牒
は
直
接
の
宛
先
を
明
治
大
学
長
と
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
宛
て

て
発
せ
ら
れ
た
と
見

て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
例
外
と
さ
れ
る
学
部
と
し
て

「理
工
医
及
農
の

一

部
学
部
」
と
、
当
時

の
明
治
大
学

に
は
な

い
学
部
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は

間
違

い
な

い
。

つ
ま

り
、
右
の
通
牒
は
全
国

の
大
学

に
在
学
し
て
い
る
朝
鮮

・
台
湾
出
身

の

学
徒
に
対
し
て

「志

願
」
と
は
言

い
な
が
ら
、
志
願
し
な

い
者
に
は
休
学
ま
た
は
退
学
を
求

め
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
学
徒
た
ち
は
軍
隊
に
志
願
す
る
か
、
勉
強
を
止
め
る
か
選
択
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
前
述
し
た
立
命
館

の
よ
う

に
、
非
志
願
者
を
除
名

(除

籍
)
す
る
大
学
も
あ

っ
た
。

な
お
、
右
の
通
牒

中
に
あ
る

一
〇
月
三
〇
日
付
発
専

二
五
四
号
は
、
京
大

の
文
書

の
中
に

(
37
)

見
つ
か
っ
た
。

発
専
二
五
四
号

昭
和
十
八
年
十
月
三
十
日

文
部
次
官

菊
池
豊
三
郎

京
都
帝
国
大
学
総
長
殿

朝
鮮
人
台
湾
人
学
生
生
徒
二
関
ス
ル
件

本
年
十
月
二
十
日
陸
軍
省
令
第
四
十
八
号
ヲ
以
テ
昭
和
十
八
年
度
陸
軍
特
別
志
願
兵

臨
時
採
用
規
則
公
布
相
成
タ
ル
処
右

ハ
朝
鮮
台
湾
二
本
籍
ヲ
有
ス
ル
学
生
生
徒
ノ
特

別
志
願
兵
制
度
ヲ
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
内
地
人
学
生
生
徒
ト
同
様
ノ
取
扱
ヲ
ナ
サ

ン
ト
ス
ル
趣
旨
二
有
之
支
那
事
変
勃
発
以
来
特

二
時
局
ヲ
認
識
シ
日
本
精
神
ヲ
体
得

セ
ル
之
等
学
生
生
徒

ハ
進
ン
デ
尽
ク
志
願
ス
ル
モ
ノ
ト
信
ズ
ル
モ
既
二
御
了
知
ノ
通

リ
法
文
経
系
統
学
生
生
徒

ニ
シ
テ
本
年
十
二
月
以
降

二
於
テ
教
育
ヲ
継
続
シ
得
ル
モ

ノ
ハ
当
分
ノ
内
適
齢
未
満
ノ
者
、
除
隊
帰
還
ノ
者
、
留
学
生
、
徴
兵
検
査
ノ
結
果
不

合
格
ト
ナ
リ
タ
ル
者
等
二
限
ラ
ル
・
二
付
朝
鮮
人
台
湾
人
学
生
生
徒

二
対
シ
テ
ハ
自

ラ
進
ン
デ
洩
レ
ナ
ク
志
願
ス
ル
様
御
懲
悪
相
成
度
此
段
依
命
通
牒
ス

追
テ
万

一
志
願
セ
ザ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
右
残
留
教
育
施
設
ノ
関
係
上
休
学
等
適
宜

ノ
措
置
ヲ
採
ラ
ル
・
ノ
外
ナ
カ
ル
ベ
キ
ニ
付
御
了
承
ノ
上
学
生
生
徒
ヲ
シ
テ
十
分

本
趣
旨
ヲ
納
得
セ
シ
メ
誤
解
偏
見
ヲ
生
ゼ
シ
メ
ザ
ル
様
御
措
置
相
成
度
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京都大学における 「学徒出陣」

(5
)
大
学
院
特
別
研
究
生
制
度

大
学
院
学
生
に

つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
二
五
か
ら
二
六
歳
ま

で
は
在
学
中

の
徴
集
を

猶
予
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
な
く

一
定
程
度

の
学
生
に
つ
い
て
、
兵

(
認
)

役
を
免
除
し
て
研
究
に
専
念
さ
せ
る
特
別
研
究
生
制
度
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
短
縮
さ

れ
た
学
部
教
育
を
補
う
と
と
も
に
、
若
手
研
究
者
の
確
保

・
育
成
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
三
年
九
月
二
九
日
公
布
の
大
学
院
又
ハ
研
究
科
ノ
特
別
研
究
生

二
関
ス
ル
件

(文
部

省
令
第
七
四
号
)
に
よ
る
と
、
研
究
年
限
を
第

一
期
二
年
、
第
二
期
三
年
と
し
、
「
人
物
優

秀
、
身
体
強
健

ニ
シ
テ
高
度
ノ
研
究
能
力
ヲ
有
ス
ル
者
」
を
大
学
が
推
薦
し
、
文
部
大
臣
が

認
可
す
る
形
を
と

っ
て
い
た
。
そ
し
て
学
資
を
月
九
〇
円
支
給
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
研
究
年

(39
)

限
の

一
・
五
倍
の
期
聞
文
部
大
臣
の
指
定
に
従
い
就
職
す
る
義
務
を
有
し
て
い
た
。
特
別
研

究
生
制
度
が
適
用
さ
れ
る
大
学
は
、
七
帝
国
大
学
以
外
に
は
、
官
立
単
科
大
学
三

(東
京
商

科
大
学

・
東
京
工
業
大
学

・
東
京
文
理
科
大
学
)
、
私
立
大
学
二

(慶
応
義
塾
大
学

・
早
稲

田
大
学
)
に
限
ら
れ
て
い
て
、

一
九
四
三
年
の
第

一
回
選
考
で
は
右
の
=

一大
学
の
合
計
四

三
四
人
が
選
出
さ
れ
、
う
ち
東
大
か
ら
は

=

一
人
、
京
大
か
ら
は
七
九
人

(文

一
二
、
法

(
40
)

二

、
経
済
四
、
理

=

、
医

一
〇
、
工
二

一
、
農

一
〇
)

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
翌

一
九
四

四
年

の
第

二
回
選
考

で
は
、
文
科
系
が
は
ず
さ
れ
、
全
国
で
三
五
〇

人
、
う
ち
東
大
か
ら
八

(41

)

八
人
、
京
大
か
ら
五
二
人

(理

一
二
、
医
七
、
工
二
三
、
農

一
〇
)
が
選
出
さ
れ
て
い
た
。

明
治
大
学
宛
の
通
牒
と
比
べ
る
と
、
抽
象
的

で
、
退
学

に
つ
い
て
の
言
及
が
な

い
が
、
こ
れ

は
時
期
が

一
カ
月
以
上
早
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
明
治
大
学
宛
と
同
じ

通
牒
が
京
大
に

一
二
月

に
送
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
て
い
な

い
。
な
お
、
学
籍
簿
に

よ
る
と
、
朝
鮮
台
湾
出

身

の
徴
集
者
の
比
率
は
か
な
り
高
く
、
実
際
に
非
志
願

の
た
め
休
学

に
な

っ
た
者
も

い
た
こ

と
が
分
か
る

(後
述
)
。

大
阪
第
二
飛
行
場
見
学
会

・
同
乗
飛
行

(航
空
部
主
催
)

四 三
日 日

一

一
日

一
〇

月

一
二

日

=

二
日

一
七

日

一
八

日

一
九

日

二

一
日

二

三

日

一

一
月

八

日

一
〇

日

法
学
部
、
護
国
神
社

・
上
賀
茂
神
社
参
拝

経
済
学
部
、
護
国
神
社

・
上
賀
茂
神
社
参
拝

石
清
水
八
幡
宮
に
お
け
る
祈
願
祭

(同
学
会
主
催
)

善
波
周
講
演

「征
で
立

つ
人
に
」
(学
生
課
主
催
)

征
途
に
誓
ふ
会

(同
学
会
主
催
)

川
田
順
講
演

「生
死
と
歌
心
」
(学
生
課
主
催
)

玖
村
敏
雄
講
演

(尊
擾
堂
大
祭
記
念
講
演
)

出
征
記
念
旗
掲
揚
式

「南
方
を
語
る
座
談
会
」
(学
生
課
主
催
)

能
楽
鑑
賞
会

(文
化
部
主
催
)

学
徒
出
陣
壮
行
の
夕

(同
学
会
音
楽
部

・
映
画
部
主
催
)

半
島
同
胞
出
陣
の
夕

(朝
鮮
奨
学
会
主
催
)

法
隆
寺
鑑
賞
会

(～

一
四
日
、
学
生
課
主
催
)

法
学
部
、
錬
成
大
行
軍

(1
)
各
種
壮
行
行
事

の
開
催

徴
集
猶
予
停
止
か
ら
入
隊
ま
で
は
ニ
カ
月
、
し
か
も
そ
の
間
に

一
〇
月
二
五
日
か
ら

=

月
五
日
ま

で
臨
時
徴

兵
検
査
が
そ
れ
ぞ
れ

の
本
籍
地

で
行
わ
れ
る
た
め
、
非
常
に
限
定
さ
れ

た
時
間
し
か
残

さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
徴
集
猶
予
停
止
の
学
部

・
学
科
に
お
け
る
こ
の
間
の

授
業

の
あ
り
方

は
、

一
〇
月

一
二
日
以
降
講
義
は
午
前
中

の
み
と
し
、
午
後
は
軍
事
教
育
を

中
心
と
し
た
錬
成
に
充
て
る
と
さ
れ
た

[
皿
1

2
1

5
]
。

ま
た
、

こ
の
期
間

に
は
各
種

の
壮
行
行
事
が
催
さ
れ

て
い
た
。

『京
都
帝
国
大
学
新
聞
』

に
掲
載

さ
れ
て
い
る
分
だ
け

で
も
、
左
記

の
と
お
り
に
な

る

[
皿
1

2
-

5

・
6

・
9

・

14

・
17
]
。

4

京
大
に
お
け
る
実
態

一17一




